
 

 

気温も湿度も高くなり、体調を整えるのに気を遣う季節です。一番大切なことは、生活のリズムを整えること。人間の臓器の働きは、太陽の 

リズムと同じであるといわれます。日が長くなってきてどうしても大人の生活に引き込まれがちですが、子どもは体も疲れやすくなっています。 

バランスのよい食事をし、3 食きちんと食べること。睡眠をしっかりとること。早寝早起きが大切です。 

 

また、子どもたちが自分で考えて行動できるよう、小学校入学前までに「今は何をする時間？」「ここは何をするところ？」と、時と場を理解 

できる力を身に付けて欲しいと願います。その為には、まず「話しを聞く力」を育てていかないとなりません。絵本の読み聞かせの時間、子ども

たちは静かに耳を傾けてくれます。それは、穏やかな声のトーンで話しているので心地良いからです。離れたところから声をかけるのではなく、

こちらから相手に近づいて声をかけ、大切な物を手渡すように、穏やかな声で話すことが大切です。「言葉は、投げずに届けよう!!」という気持ち

で接していきましょう。 

 

行 事 予 定

２日（月），水害訓練 

３日（火），防災訓練 

６日（金），七夕会・誕生会 

★年中児（ひまわりグループ）の祖父母の方と交流を深めたいと考えています。 

★短冊は２日までに担任へ持ってきて下さい。飾りつけは職員が行います。 

１１日（水），食育（３才以上児のみ）  

１３日（金），５才児社会見学（広島） 

１８日（水），夏まつり総合練習① 

２０日（金），金子スイミング（４，５才児）    １回目 

２１日（土），布団乾燥 

２７日（金），金子スイミング（４、５才児）    ２回目 

２８日（土），夏まつり １６：３０～１８：２０ 

        ★年長児ははっぴを着用して１６：２０分までに集合。 

★年長以外は、親子で自由参加ですが、みなさんの参加をお待ちしています!! 

 

 

 

 

 

 

８月の行事 

 ３日（金），金子スイミング（４，５才児）     ３回目 

 １８日（土），美化ワーク（パパさん会） 

        ★会員の方は別プリントを配布します。 

 ２４日（金），ぶどう狩り（５才児のみ） 

        ★年長児の祖父母の参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わ か ば 通 信 

平成３０年 ７月     主任保育士 實藤 早苗 

 

★今月の体育教室は先生の都合で、日程を変更しています。 

７月の体育教室は、１７日(火)・２４日(火)・３０（月）・３１日(火)  

７月の音楽教室は、５日(木)・１２日(木)・１９日(木)・２６日(木) 

 

 

わかば保育園   こども食堂 （小学生限定）を 

                   ７月２５日 ・ ８月１日 ・ ８日 ・ ２２日 

夏休みの水曜日に ( お盆の期間を除く ) に開催します。 

                    時間   １１：４５～１２：４５ 

                    場所   わかばホール  

                    食事代  １００円 

小学生の参加お待ちしています！ 

送迎時の駐車場利用について 

 

最近、車を停める場所、停め方などについて 

苦情が入っています。 

マナーを守って利用するように、御協力おねがいします。 

 

 

命の大切さを伝えていきましょう 

園長 ： 瀧本 恵美子 

７月は ５才児の社会見学で平和教育の為、 

広島に行きます。 

８月のお盆に向けて命は、つながっていくことを 

家族で話しましょう。 

 

大事なのは「命は大切である」と言葉の上で理解する 

ことではなく、一人ひとりが心から実感することから始まり 

ます。実感は体験する中で得られますが、ただ体験さえすれ

ば実感できるものではありません。見る、聞く、触れる、嗅ぐ、

味わうといった経験そのままの感覚、つまり自分の身体をとお

して感じるもの、いわば言葉になる以前の感覚を大切にする

必要があるのです。 

「生きていてよかった！」 「生きるって素晴らしい！」 

と子どもたちが感じるのは、様々な活動の中でほめられ

たり認められたりする体験、自分のよさを見つけたり自

分の存在を認めなおす体験等をとおして 「自分もいい

ところがある」 「今のままの自分でいいんだ」 と感じる

時です。 

保育園では、行事等で友だちと心が一つになるような連帯

感が味わえる体験、何かの課題に一生懸命に取り組んで 

「できた！」という声を思わずあげてしまうような感激の体験を

通して、「命の大切さ」を実感させていきたいと考えています。 

 平和教育を子どもたちに伝えるには難しいけれど、今の自分

の命は、遠い祖先から祖父母、父母、自分へと脈々と受け継

がれてきたものであり、受け継いだ命は未来に向かっても、 

つながっていくものであること等、を感じとる必要があります。 

自分はたった一人で生きているのではないことをお盆など 

を通して、家族で話をしてみて下さい。 
 

 


